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活活活活    動動動動    報報報報    告告告告（（（（平成平成平成平成 22223333 年年年年 7777 月月月月～～～～9999 月月月月））））    

 

  環 境  

＊大村湾につながる時津川の清掃（ごみ拾い）は環境美化と水質保全 

 “とぎつ夏まつり”に出店 

 ＊収益金の一部はカンボジア支援へ 

  カンボジア支援  

＊プレアプット小学校に教員宿舎を！ 

＊時津小学校 JRC（青少年赤十字）委員会の支援物資発送 

＊チャリティコンサート Heart＊onp（はぁとんぷ 小学校の先生の楽団） 

  地球温暖化防止啓発活動と研修会への参加 

＊省エネと地球温暖化防止の啓発活動 

・賢く 実践家庭の省エネ（ララコープ省エネ研修会） 

・省エネ・節電勉強会とアンケート（時津町） 

・長与町立長与南小学校 4 年生「総合的な学習」 

＊研修会などに参加 

・地球温暖化防止活動推進員、長崎/西彼地区研修会 

・うちエコ診断員養成講座（於 かごしま県民交流センター） 

・地球温暖化防止活動推進員 西彼地区連絡会議   

  中山菜園だより 

＊クッキング教室 農作業体験準備（芋畑の手入れ）  

  協働事業 

＊クッキング教室 子どもまつり  ＊クッキング教室 エコフェスタ（次号で報告） 

  トピックス   

＊～大相撲界に久々の日本人大関誕生～ 琴奨菊大関昇進  

  当面の予定 NPO 関係 ＆ 協働事業関係 

  ホームページ掲載記事リスト（平成 23 年 7 月～9 月） 

 

 

★ 環 境 

～大村湾につながる時津川の清掃（ごみ拾い）は環境美化と水質保全～ 

  

内  容 
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8 月 22 日（月）、

「フルボサン鉄を

中心とした緑化技

術の展開」という

セミナーが、長崎

県漁協会館で開か

れた。フルボサン鉄やダム湖に沈殿堆積して

いるダムフルボサン鉄を取り出して海洋の藻

場を再生しようというもの。 

大村湾でも磯やけが発生し、その対策で大

村湾佐古地区に鉄を供給したところ好成績を

挙げた報告もあった。また、フルボサン鉄は

昨年 2 月開催した畠山先生の講演会でも話が

あった。 

一方、海洋政策研究財団などが行った、大

村湾の環境評価に関する調査研究報告によれ

ば、貧酸素水塊の発生する原因に、栄養や有

機物が湾の底部に堆積し酸素不足を起こして

いるとある。 

某ＮＰＯは、大村湾底部の堆積物やアナア

オサを肥料にするなどして、貧酸素化の改善

に効果を挙げている。 

大村湾には磯やけと、アナアオサ（チギレて

浮遊しやすい）が多すぎて、海水の腐敗が同

時に起こっているのだろうか？ 富栄養を摂

取した魚・貝・海藻を湾から回収し、バラン

スを取ることが必要のようだ。この大村湾の

汚染スパイラルを食い止めなければならない。 

10 月 15 日（土）は時津川の清掃（ごみ拾い）

を予定している。川から大村湾へのごみの流

れ込みを阻止するのは、美観だけの問題では

ない。 

海底に不純物質

が沈殿堆積する前

段階で、手を打つ

ことも大切なこと

である。

 

★ “とぎつ夏まつり”に出店 

～収益金の一部はカンボジア支援へ充てる～ 

8 月 28 日（日）、

時津ウォーターフ

ロント公園で、と

ぎつ夏まつり実行

委員会（実行委員

長 平瀬 研）主催

の“とぎつ夏まつり”が開催された。 

午前 7 時から大村湾漁協の朝市、10 時から

食べ物や飲み物、バザーなどの露店が開店。

ステージやグラウンドでは、来訪者を飽きさ

せないように工夫した構成で、出演者の出し

物が観客を楽しませた。締めくくりは、2 千発

超の例年よりも少し多めの花火が、夜空に大

輪の花を咲かせた。 

当法人（コミュニティ時津）は 2 つのブー

スで、かき氷店とチャリティーバザー店を開

いた。バザーには会員の家庭に眠っていた陶

磁器やタオル、シーツ類が並べられた。いず

れも花火の始まるころには完売。収益金の一

部は、カンボジアの恵まれない子どもたちへ

の支援または学校の教員宿舎建設資金に充て

ることにしている。 

 

★ カンボジア支援訪問 10 月 24 日（月）に出発 

＊ プレアプット小学校に教員宿舎を！ 

カンボジアに支援訪問団を送っての支援は

8 年目で、恵まれない子どもたちへの生活支援、

教育環境づくり、自立支援などを続けてきた。 

プレアプット村へは学校の補修や井戸建設、

 

時津川のごみ拾い 

当法人の売店 

大村湾 時津港のごみ拾い 
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図書室の充実、自

立支援のための子

豚の提供などに取

り組んできた。 

 プレアプット村

では今、日本の NGO

の支援により新しい小学校の建設も進んでい

るらしい。完成すると、就学率向上や教育の

質向上にもつながるだろう。しかし、学校の

先生方の生活環境は劣悪で、給料は 40 ㌦（日

本円で 3,200 円）から 100 ㌦ちょっと。教員

はこの給料だけでは生活できない状況がある

ほか、遠方から通う先生は家賃を払うことも

できない。このため村の村長さんは、遠方か

ら通う先生たちのために教員宿舎を建設し、

学校教育の質の向上を目指している。 

今年は当法人の支援活動の一つと考えてい

たことが、先方の要請とマッチしたため、教

員宿舎建設に取り組みたい。3～4 人が宿泊で

きる教員宿舎の建設費は約 44 万円。 

バッタンバン・ノ

リア孤児院には昨年、

自給自作農園の灌漑

（かんがい）用ポン

プを提供したが、こ

の灌漑用水を孤児院宿舎の飲料水に利用でき

ないか、衛生面や設備、費用などについて検

討しているところ。 

支援訪問団は 10 月 24 日（月）に出発予定。

教員宿舎建設費の募金活動を行うなど、渡航

準備中（旅費は訪問者の自己負担）。 

今年の訪問団は、当法人の会員 4 人（青山、

友岡、太田、迫野）と大学生の 2 人（木下、

江口）。大学生の２人は昨年に続いての訪問。 

教員宿舎建設資金の募金活動中です！ 

どうぞご協力をお願いします。 

 

＊時津小学校 JRC（青少年赤十字）委員会 支援物資発送 

 7 月 5 日（火）、

時津小学校 JRC 委

員会の子どもたち

が、カンボジア支

援について話し合

った。 

間もなく夏休みに入るということで、子ど

もたちは大急ぎで話し合いで決まった取り組

みを始め、中古衣類や絵本の収集、輸送料の

募金活動に取り組んだ。 

 その結果、夏休み中の 8 月 10 日、集まった

衣類を JRC リーダーシップ研修会のメンバー

や当法人の会員（4 人）など、総勢 28 人で梱

包（こんぽう）作業を行い、8 月 23 日（火）

船便でカンボジア向け発送した。 

集まった支援物資は昨年をはるかに上回る

80キロ。募金活動で集った浄財は2万2千円、

10 円や 100 円、500 円の硬貨が入った募金箱

は重さずっしり、子どもたちの「思いやる心」

を十分に感じる重さだった。 

船便で送った荷物は、バッタンバン州のテ

ラ・ルネッサンス事務所で預かってもらい、

10 月下旬に支援訪問団が、プレアプット小学

校や孤児院の子どもに贈る。 

時津小学校 JRC 委員会の活動は、当法人の

会員からカンボジアの子どもたちのことを聞

き、自分たちも支援をしたいと、昨年から始

めたもの。 

 

＊チャリティコンサート Heart*onp（はぁとんぷ♪） 

県内小学校の先生らでつくる 4 つのバンド

（チームマロン、エムアンドシー、センセー

ションズ、ハズバンド）が、とぎつカナリー

ホールでカンボジア支援チャリティコンサー

荷造りが終わって集合写真 

カンボジア小学校の授業風景 

現地からの教員宿舎の外観図 
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トを開催した。 

コンサートは、ハズバンド（HASBAND）が中

心になって企画し

今年で 4 回目。 

先生らは“世界

中には勉強したく

ても、学校に行け

ない子、文房具を

持たない子がいます。“鉛筆 1 本持ってコンサ

ートに行こう”と呼び掛けた。 

コンサートで集まった文房具（段ボール 2

箱）は「カンボジアの子どもたちへ届けて」

と、当法人の訪問団に託され、時津小学校 JRC

委員会の衣類とともに、8 月 23 日（火）カン

ボジア向け船便で発送した。 

コンサートを終えた後、カンボジアの学校

や先生の窮状を訴え“教員宿舎建設”に協力

をお願いしたところ、帰り際に 2 人の方に「頑

張ってください」と募金に応じてもらった。 

感謝！ 感謝！

 

★ 地球温暖化防止 啓発活動と研修会などへの参加    

＊ 省エネ/地球温暖化防止の啓発活動 

・ララコープ省エネ研修会（「賢く実践 家庭の省エネ、節電」） 

9 月 21 日（水）、

新興膳メモリアル

ホール（長崎市図

書館内）で、生活

協同組合ララコー

プ（長崎県長与町

岡郷代表理事 理事長 中島勝幸）の 組合員理

事学習協議会主催で、『賢く実践 家庭の省エ

ネ、節電』というテーマで研修会が開催され

た。参加対象者は、長崎県各地のララコープ

組合員理事・エリア委員 約 30 人。 

 ララコープでは、いろいろとテーマを変え、

年数回研修会を実施している。今回は午前中

に「エネルギー事情について」、午後から「省

エネ・節電について」の研修会を開催した。 

午後の研修会（14：00～15：30）に、講師

として当法人の田窪幸男（長崎県地球温暖化

防止活動推進員）が、進行役で推進センター

の島田福子が参加した。 

 

 

・時津町省エネ勉強会とアンケート 

9 月 28 日（水）、

時津町北部コミュ

ニティセンターで、

長崎県地球温暖化

防止活動推進セン

ター主催、時津町

共催の「省エネ・節電勉強会」が開催された。 

 時津町住民環境課 生活環境係の呼び掛け

に、自治会の役員さんなど約 30 人が参加し省

エネ・節電について学んだ。 

 木下さん（住民環境課）が開講あいさつ、

推進センターの江島スタッフが配布資料の確

認とアンケートのお願いを行った後、当法人

の田窪（長崎県地球温暖化防止活動推進員）

が「省エネを楽しく簡単にするコツ」という

テーマで話をした。時間の割り振りは、45 分

間が勉強会（講座）で、残り 15 分でアンケー

トへの記入。 

勉強会では、電気使用量のお知らせ（検針

票）の見方・読み方についても説明した。 

アンケートは県内の電力消費実態を把握し、

家庭における温暖化防止対策について、適切

なアドバイスができる資料作成のデーター収

集のために、県内 8 地区で実施しているもの。 

HASBAND のステージ 

研修会の様子 

勉強会の様子 
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・長与町立長与南小学校 4 年生「総合的な学習」 

9 月 29 日（木）、

長与南小学校（児

童数 920 人 校長 

一瀬 薫）4 年生

（160 人）の総合的

な学習「長与の町

の応援隊」というテーマで学習会が開催され

た。 

 学習会は、ボランティア活動の実際を知り、

ボランティア活動の見学や体験を通して、ボ

ランティアをしている人の思いや願いを知る

ことを目的としている。 

 ７月には車いすや目隠し体験をした上で、

第 1 回目の今回は、長与町の 6 つのボランテ

ィア団体（青葉台いきいきサロン、風船バレ

ー、手話サークル、あまだれ会、エコ長与）

が参加。それぞれのグループ（団体）の説明

コーナー（ブース）で、小学 4 年生の 3 グル

ープ（1 グループ 20～30 人）に対して、1 グ

ループ 15 分間で活動の概要説明を行った。児

童のブース間の移動時間は 5 分。 

 わが「エコ長与」チームは、当法人の会員

3 人（伊豫田・伊藤・田窪）が参加。人形（劇）

や省エネパネルなどを使って日ごろの活動状

況の一端を紹介した。 

 当日は石橋 弘道副校長（一瀬校長は、用件

があって不在）にお出迎えいただき、4 人の

教諭（川口邦春、宮田 和子、枝光 健大、村

田典子）が、子どもたちの誘導、進行役を務

めた。 

第 2 回は 10 月 12 日（水）、同校でグループ

ごと（20～30 人単位）にいろんな体験をしつ

つ、ボランティア活動について学んでもらう

ことにしている。 

＊ 研修会などに参加 

・地球温暖化防止活動推進員 長崎/西彼地区研修会 

 7 月 23 日（土）、平成 23 年度長崎県地球温暖化防止活動推進員地区研修会（長崎・西彼地区）が、県

民ボランティア活動支援センター 会議室で開催された。 

・うちエコ診断員養成講座（九州ブロック 約 100 人） 

8 月 30 日（火）、31 日（水）の両日、かごしま県民交流センターで「うちエコ診断員」九州ブロック

養成研修会が開催された。「うちエコ診断」は、環境省 家庭エコ診断基盤整備事業の一環で、各地域の

地球温暖化防止活動推進センターと協働で、家庭部門での地球温暖化対策を推進するための取り組みで

ある。 

・地球温暖化防止活動推進員 西彼地区連絡会議 

 8 月 21 日（日）と 9月 14 日（水）、いずれも時津公民館で開催。 

 

★ 中山菜園だより 

＊クッキング教室 農作業体験準備 

～サツマイモ畑の手入れや草刈り・耕運作業～

梅雨入り宣言した

翌 6 月 6 日（月）、ク

ッキング教室体験学

習用のイモサシを済

ませた。夏の雨不足と

雑草を“何とかして！”と悲鳴を上げていた

サツマイモの声が、Ｈさんの耳に届いた 7 月

21 日（水）、中山菜園のスタッフ 4 人が集まっ

て芋の手入れをした。陽が昇る前の午前8時、

3 人は芋の草取りや土寄せ、施肥。もう 1 人は

熱心に話を聞く子どもたち 

6/6 芋畑の手入れ 
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草刈機で雑草を刈り耕運作業。9 月のダイコン、

ジャガイモ栽培に備えた。 

9 月 13 日（火）、

仲秋とはいえまだま

だ暑さが厳しい、菜

園仲間に呼び掛けて

子どもたちの農作業

（収穫）体験用ジャガイモの種入れ作業を行

った。集まったのは 5 人、施肥する人、耕運

機を操作する人など、作業分担をして最後は、

ウネを立ててジャガイモの種芋を埋けた。  

好天（日照り）続きで土ほこりがいっぱい、

作業する人は口から給水をし、畑にはバケツ

で水やりをした。 

このような苦労をして 12 月 3 日（土）、4

教室合同の 収穫体験日には子どもたちと一

緒に、美味しいジャガイモ「出島とメイクイ

ン」の収穫ができるだろう。 

 

 

 

★“いただきますクッキング教室” 

＊子どもまつり 

 ～4 教室合同 環境美化と買い物体験、ゲームを楽しむ～ 

7 月 30 日（土）、“い

ただきますクッキン

グ教室”は、時津町

の浦郷公民館とウォ

ーターフロント公園

で、4 教室合同（北コミ、時津小、東コミ、福

祉センター）の子どもまつりを行った。教室

の子ども及びスタッフ合わせて約 110 人が参

加。 

最初にウォーターフロント公園沿岸の掃除

（ごみ拾い）をした。一見したところ漂着ご

みが少ないと思われたが、拾ったごみはごみ

袋に14個分、作業した子どもたちは満足？げ。

海がきれいになってよかったという感想も聞

かれた。子どもにとっては大村湾沿岸の活動

は、ごみ拾いだけではなかった。ごみ拾いを

忘れて海のミナやフナ虫などと磯遊びに興じ

る子どももいた。さぼるなという声もあった

が環境省が言う、湾を身近に感じる機会“里

海づくり”でもあったようだ。  

 ごみ拾いが終わると、芝生広場で大学生が

リードするゲーム（「警ドロ」など）で遊ぶ。

天気予報は“曇り”で涼しい海風が期待され

たが、カンカン照りの真夏日。熱中症が心配

されたが、子どもたちはいたって元気。水筒

の水をガブガブ飲みながら汗を飛ばして走り

回っていた。 

 体を動かし汗を流した後は、バイキング方

式の昼食。メニューはスタッフが作ったカレ

ーライス、ホットドッグ、そうめん、フライ

ドポテト、フルーツポンチ、かき氷。品数が

多いだけにどれにするか迷いながら、各人が

受付でもらった“500 円分の金券”の範囲内で、

食べ物を選び買って食べた。 

人気はかき氷。中には知恵を絞って（2 人で

相談して）1 人は 1 個 100 円のホットドッグを

買い、もう 1 人は同じく自分の 100 円金券で

別の食べ物を買い、分けて食べるというほほ

笑ましい光景も見られた。 

買い物体験の効果はあったようだ！ 

協 働 事 業 

9/13 ジャガイモの種入れ 

先ずは環境美化体験 
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＊エコフェスタ 

10 月 1 日（土）、時津町福祉センターで“いただきますクッキング教室”4 教室合同のエコフ

ェスタを開催した。本行事につては、次号で報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

 

★ NPO 関係 

 ＊ 10 月 15 日（土）9：00～11：00、時津川のごみ拾い 多数の参加をお願いいたします 

 ＊ 10 月 25 日（火）～11 月 25 日（金）、パソコン教室 福祉センターで毎週 火・金開催 

 ＊ 10 月 24 日（月）～10 月 30 日（日）、カンボジア支援訪問 

※ カンボジア支援の一環で 教員宿舎建設資金募金活動をしています。ご協力をお願いします。 

★ 協働事業関係  

＊ 10 月 1 日（土）、“いただきますクッキング教室”エコフェスタ（実施済み） 

＊ 12 月 3 日（土）、“いただきますクッキング教室”農作業体験（中山菜園） 

当面の予定 

 ～大相撲界に久々の日本人大関誕生！～ 

東北沖地震や強大台風（12 号、15 号）の通過で、甚大な被害を受けた日本列島が、その

復旧、復興や円高旋風対策に苦慮するなど、これといって明るい話題がなく沈滞ムードであ

ったところに、（いろいろな問題を抱えて）マイナスイメージが強かった大相撲界に「日本人

大関 4 年ぶりに誕生」というニュースが舞い込んできた。 

日本人大関の誕生は、2007 年（平成 19 年）名古屋場所後に昇進した琴光喜以来 4 年ぶ

り。大関魁皇引退後、大関以上の日本人不在は 1 場所で解消することになった。その穴を埋

めたのが同じ九州福岡県出身の琴奨菊（27）であるというところに、因縁めいたものを感じ

る。それにしても無類の強さを誇る横綱白鵬を、先場所（13 日目）に続いて今場所（13 日

目）も破っての大関昇進はお見事である。 

日本の国技とまで言われている大相撲で、大関以上５人のうち４人が外国人というのは寂

しい限りである。しかし、関脇に茨城県出身の稀勢の里（25）という有望力士もいる。琴奨

菊をはじめ日本人力士が横綱目指して切磋琢磨。ファンの夢を実現させてほしい。 

外国人力士を差別するつもりは全くない。子どものころは千代の山、鏡里、吉葉山、栃若

時代、その後、柏鵬時代で沸いた。相撲人気が絶頂期にあった若貴時代、こういう時代に育

った世代が、日本人贔屓（ひいき）になるのは当然であろうと、ひとり納得している。（y.t） 

トトトト    ピピピピ    ッッッッ    クククク    スススス    
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 ★ ホームページ掲載記事リスト（7 月～9 月 ホームページ 14 件 ブログ 19 件） 

情報満載のホームページも開いてみよう！ 

1. 長与南小 4 年生「総合的な学習」 

2. 省エネ・節電勉強会（長崎県時津町） 

3. クッキング教室 5 巡目（福祉センター） 

4. 「家庭の省エネ・節電学習会」（ララコープ） 

5. 元村１自治会（長崎県時津町）敬老会！ 

6. クッキング教室 5 巡目（東部コミセン） 

7. 省エネ・節電勉強会を開催します（時津町） 

8. クッキング教室 5 巡目（時津小教室） 

9. クッキング教室 5 巡目（北部コミセン） 

10. 「うちエコ診断員」養成研修会（九州） 

11. Heart＊onp チャリティコンサート 

12. 温暖化防止推進員地区研修会（長崎/西彼） 

13. カナリーインフォメーション 2011 No.2 

14. 第 29 号会報（NPO 法人コミュニティ時津） 

 

ホームページアドレス：http://www.togitu.org ブログ：http://togitu.blog65.fc2.com/ 

ブログへは当法人のホームページのトップページからアクセスできます。 

《ブログブログブログブログ入口入口入口入口    》という表示があります、   をクリックすると開きます。 

 

★ 入会のご案内（会員募集！） 

私たちの活動に、ご賛同いただける方の入会をお待ちしています 

◎ 年会費は次の通りです（入会金はありません） 

下記金額は 1 口を示します。加入口数に制限はありません。 

個   人： 正会員  5,000 円 賛助会員 2,000 円  

企業・団体： 正会員 10,000 円 賛助会員 5,000 円 

 

★ 会員の皆さんへ 

年会費はお近くの理事にお渡しいただくか、下記預金口座への振り込みをお願いいたします。

すでにご入金済みの方については申し訳ありません。 

  十八銀行時津支店  普通１９１９７３   

親和銀行時津支店  普通２５７５９１９  

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 

発行元：NPO 法人 コミュニティ時津 事務局 

〒851-2105 長崎県西彼杵郡時津町浦郷 46 番地 22 

TEL/FAX：095-840-2140  e-mail  info@togitu.org 

URL http://www.togitu.org 

口座名： 

NPO 法人コミュニティ時津 


